
 

 

 
 

のと里山海道（柳田ＩＣ～上棚矢駄ＩＣ間 四車線化） の起工式について 
 
 

のと里山海道は、南北に細長い県土を一体的に結び、県都金沢と能登地域の連絡

強化及び広域交流の拡大を図る交流基盤として、極めて重要な路線であり、能登地

域の産業・経済の大動脈であると同時に、地域住民の生活道路としても大変重要な役

割を担っている。 
 

平成２５年３月の無料化により、能登地域への観光客が増加し、新たな企業進出が

見られる中、今後も、さらに人やものの交流を一層盛んにしていくと同時に、定住人

口の増加を図っていくためには、さらなる機能強化が必要であることから、柳田イン

ターチェンジから上棚矢駄インターチェンジの９．６ｋｍ区間について、平成２７年

度から事業着手し、調査・設計を進めてきたところであり、今般､１１月１３日（日）

に起工式を開催する。 

 

本区間の整備により、内灘町千鳥台から柳田インターチェンジまでの４車線区間

が、上棚矢駄インターチェンジまで延伸されることとなり、安全で円滑な交通が確

保されるほか、人やものの交流が一層盛んになり、能登地域のみならず、本県のさ

らなる発展に大きく寄与することが期待されます。 
 
 
 

【事業概要】 
路 線 名：のと里山海道（主要地方道金沢田鶴浜線） 

区  間：羽咋市柳田町～志賀町上棚 

事業期間：平成２７年度～ 

事業内容：Ｌ＝９．６ｋｍ 

（仮称）寺家高架橋  Ｌ＝２７９．０ｍ 

 
【起 工 式】 

日  時：平成２８年１１月１３日（日） 午前１０時３０分 
場  所：羽咋市寺家町 地内 
主  催：石川県 

 

石川県土木部道路建設課 
高規格道路グループ 中谷 
TEL 076-225-1721（内線 5047）

平成28年 11月 11日



のと里山海道（柳田IC～上棚IC間 四車線化）起工式 

式典会場のご案内 

※ 式典会場へは案内看板に沿ってご来場ください。 
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【位 置 図】 
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日   時 ： 平成２８年１１月１３日（日）１０：３０～

場   所 ： 羽咋市寺家町地内

主　 催 ： 石川県・のと里山海道整備促進期成同盟会

司会者 ： 山本　美鈴

１． 開　式

２． 式　辞 石川県知事 谷本　正憲

３． 来賓祝辞 衆議院議員　 北村　茂男
参議院議員 山田　修路
国土交通省金沢河川国道事務所長 富山　英範（局長代理）
県議会環境農林建設委員長 山口　彦衛（議長代理）

４． 来賓紹介 国会議員、県議会議員、のと里山海道整備促進期成同盟会、羽咋警察署長など

５． 祝電披露

６． 謝　辞 七尾市長 不嶋　豊和（同盟会会長）

７． 鍬入れ 石川県知事 谷本　正憲
衆議院議員　 北村　茂男
参議院議員 山田　修路
国土交通省 金沢河川国道事務所長 富山　英範（局長代理）
県議会環境農林建設委員会委員長 山口　彦衛(議長代理）
七尾市長 不嶋　豊和（同盟会会長）
羽咋市長 山辺　芳宣（同盟会副会長）
中能登町長 杉本　栄蔵（同盟会理事）

８． 閉　式

[閉式後] 　アトラクション（ダンス） 西北台保育所園児18名
　（「歌になった柴垣天然岩ガキ」の歌にあわせて園児が踊る）

　

　のと里山海道（柳田IC～上棚矢駄IC間 四車線化）　起工式次第
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